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シオミズツポワムシの給餌によるクルマエビ幼生の飼育

山崎繁久*'・宇杉正明*2・平田八郎*’

Rearingoftheprawn,凡"α92‘s”0城蝿fedontherotifer，
B7tzc"わ"鯛カノibzz肌ｓ

ShigehisaYAMAsAKI*１，MasaakiUsuGI*２andHachiroHIRATA*１

AbStract

Rearingofprawnlarvaewastestedbyfisedingthemonlivingandfrozenrotifｾrs，through
theirearlydevelopmentalstages,fromzoeatopost-larva・Aninterestingaspectofthefieeding
behaviorofthelarvaewasobservedinthisstudy・Inaddition,thenutritionallevelofrotifbrs,企ｄ
ａｔdifIbrentfboddensities,wasobservedonthebasisofcaloriecontentoftherotifbrs・

Prawnlarvaewererearedin１．５ノglassvesselswithfimnelshapebottomataninitialdensity
oflOOindiv・ﾉﾉ．ThelarvaewereMonC〃α‘〃cemJsp.,culturedinorganicmedium,androti企rs

culturedon伽0"肋ｓｐ．（0.1×lO6cells/ｍＪ)．Ｔｈｅ企edingamountwascalculatedre企ring
HIRATA､4）Thedensityoflarvaeandthedevelopmentalstageswereobservedeverymorning
befbre企edingandthechangingof20％oftherearmgwater・Therotihswereculturedat

２５.Ｃｉｎａ５００ノpolycarbonatetank,企ｄｏｎＣｿｶﾉ0〃"αsp・Samplingfbrcalorimetrywasstartｅｄａｔ

ｔｈｅｔｉｍｅｗｈｅｎｔｈｅＣｿi加肋sp・densityintherotifiBrculturedecreasedtoO､5×l06cells/ｍﾉ．

Ｓａｍplesweretakenat6hoursintervals,andcaloriecontentsdeterminedbybombcalorimetry・
Survivalratesofthelarvae企donlivingandfrozenroti企rs,decreasedrapidly26and38％，

respectively,duringthelstzoeastage；andtherapiddecreaseof20％wasobservedinthe

treatmentofCｿbagj0“ｍｓｓｐ、duringthe3rdmysisstage・Ｆｒｏｍthis，ｉｔｃａｎｂｅｃｏｎｃｌｕｄｅｄｔｈａｔ

ｔｈｅｌｓｔｚｏｅａstagelarvawastypicallyherbivorouswhilethe3rdmysisstagewastypicallycar‐
nivorous・Theporiodbetweenthemthusexhibitedanomnivoroushabit・

Caloriecontentofroti企rdecreasedfrom5､１Kcal/ｇｔｏ４．６Kcal/ｇａｆｔｅｒａ11助加肋sp､cells
wereconsumed･

Frozenroti企rsshowedthesamefbode缶ciencyaslivingrotifもrsfbrtherearingofprawnlarvae
afterthe2ndzoeastage．

本邦におけるクルマエビの種苗生産技術は過去10数年間に急速な発展を遂げ，1979年度の

全国統計'）によれば，その年間生産量は５．３億尾に達している．しかしその技術開発の多く

は，タンクの大型化や通気・撹伴方法の吟味2）あるいは簡便な配合餌料の開発8)など，応用

的な面にその力点がおかれている．従って，クルマエビ幼生の生理・生態等に関する基礎的

な研究には，まだ検討の余地が残されている．
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例えばクルマエビ幼生期における餌料種の選択性などは飼育管理上，極めて重要な意義を

有するにもかかわらず，それについては’～2編の報告4）にとどまっており，実務的には技

術担当者の経験的判断に依存しているのが現状である．特にこれまで，クルマエビの種苗生

産にはブラインシュリンプの給餌が不可欠とされてきた2)が，シオミズツポワムシ（以下ワ

ムシと略称）の大量培養が可能になった今日では，その技法に関する見直しが必要と考えら

れる．それで著者らはそのような意図に基づき，クルマエビの幼生飼育におけるワムシの給

餌効果について２．３の検討を加えてみた．その結果，冷凍ワムシの給餌のみでも本種の種

苗生産が可能であることがわかり，また同時に，幼生期における食性の移行に関する興味あ

る知見が得られたので，ここにその概要を報告する．

なお，本実験は国際協力事業団研修生のEDANAKusuMAH，Ａ・BAsYARIE，およびＭ・

ＭＡ‘ＡＮの御協力により遂行されたものであり，各位に深く感謝の意を表する・

実験材料および方法

飼育容器は，餌料などの沈降を防ぐために，Fig.１に示すようなロート状の底面を有する

1.5ノ入りのガラスビンを供用した．また飼育水は２号ろ紙（約5Jα孔径）によるろ過海水を

用い，毎日約20％ほど換水した．

Fig.１．Schematicdiagramofrearingvesseles．

Ａ：Aircompressor．

餌料試験区は冷凍ワムシ区，生存ワムシ区，およびキートセラス区の３区を設定し，各区

に３個ずつ重復用の実験水槽を用意した・

本実験に先立ち，クロレラの摂餌多寡によるワムシのカロリー値をあらかじめ調べたとこ

ろ，Fig.２に示す如く，その差が顕著であったので，本実験に供したワムシは，いずれもク

ロレラの密度をほぼ0.,×,06Ｃｅ,,s/伽の状態で培養したものを用いるように留意した．な

お，冷凍ワムシは，収穫後約-20.Ｃの冷凍庫に40～60日間程度保存し，給餌の際には，そ

れを解凍した後，目合６０ｊｕｍのプランクトンネットで洗浄し，所定量をHIRATA5）の報告
に基づいて投与した．
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飼育期間はいずれの実験もゾエアＩ期からポストラーバ１日目までの１０日間とした．その

間に調べた環境要因は，水温，ｐＨ,ＤＯ（溶在酸素量)，塩分濃度，およびPO4-P濃度であ

る．ＤＯと塩分濃度は,それぞれYSI-57型Ｄ０メーターと屈折塩分計を用い，またPO4-P

濃度はSTRIcKLAND-PARsoNs6）の方法によって測定した．

実験結果

各実験区におけるクルマエビ幼生の生残率および成長速度の経日変化はFig.３のＡ,Ｆ,Ｇ，
およびＨに示したとおりである．

生残率はゾエア１１期幼生の出現をみた実験初期の段階で冷凍ワムシ区の62％と生存ワム

シ区の74％が，キートセラス区の85％より低い値を示したが，その後ミシス１１期までは，

生存ワムシ区で61％へと除々に減少したものの，冷凍ワムシ区とキートセラス区の生残率に

は大きな変動はみられなかった．しかし，ミシス１１期になると，ゾエア１期のそれとは逆

に，冷凍ならびに生存ワムシ給餌区で比較的安定した生残がみられたのに対し，キートセラ
ス区のそれは79％から60％へと減少した．

成長速度はゾエアＩ～IⅢ期において冷凍ならびに生存ワムシ区に１日のおくれをみたが，

その後，ミシスＩ～Ⅲ期からポストラーパの変態期まで，その１日のずれがそのまま持続
した．

４

０６１２１８２４３０３６

ＴＩＭＥＩＮＨＯＵＲ

Ｆｉｇ､２．Relationshipbetweencaloriecontentofrotifbrharvestedevery6hoursandthe

densityofmarineCﾙＩＣγejjZzasroti企rfbed．



目

292

』
卜
（
ロ
Ｍ
ｎ
鋤

．
・
Ｐ
。
ｄ

》
総
繍
繍
一
癖
職
癖
灘
蝿
灘
》
灘
》
皿
》

繍
繍
灘
癖
翻
灘
響
繍
慧
繍
－
９
耐

鍵
慧
繊
慧
繍
識
瀕
鰯
，
唾

》
識
繍
溺
蕊
鰯
鰯
鵜
鰯
鯵
》
，
》

鰯
鯵
縦
鰯
繍
議
一
癖
一
繍
灘
識
６
“

灘
灘
灘
一
繍
織
織
癖
繍
灘
灘
５
州
跡

鰯
繍
蕊
患
一
‐
‐
洋
一
Ⅶ
鵬

型
３
浬

１
１
１
２
ｍｄ

Ｈ
Ｂ
Ｂ
１
ｍ

Ｃ
Ｌ
Ｆ

。
。
‐
。
、

．
”
．
Ｒ

Ｕ
５
０
５
０
５
ａ

（
需
）

Ｒ

］
」
く
壁
エ
』
ニ
ロ
匡
口

０
０
０
０

０
８
６
４

１

（
悪
）

］
』
迂
匡
一
江
二
『
二
匡
重
の

(CH）

Fig.３．RearingconditionsofP.j幼o"”sfbdonlivingroti化r,irozcnroti企r,anddiatom，
withthewatercondition．

Ａ：Survivalrate，Ｂ：Watertemperature，Ｃ：ｐＨｊＤ：Dissolvedoxygencontent，
Ｅ：Inorganicphosphateconcentration，Ｆ：ＧｒｏｗｔｈｓｐｅｅｄｆｂｄｏｎＣｿbaCj0“γ“ｓｐ.，
Ｇ：Growthspeed企donlivingrotifbr，Ｈ：Growthspeed企ｄｏｎ金ozenroti企r，
（Zl：lstZoeastage，Z282ndZoeastage，Ｚ３：３rdZoeastage，Ｍ１：IstMysis
stage，Ｍ２：２ndMysisstage，Ｍ３：３rdMysisstage，Ｐ：Post-larvastage)．
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Treatment

Living
Ｂγαcﾙ加郷

Frozen

Bm助jO"“

Cﾙα〃0Ceγｏｓ

ｓＰ．
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Table１．Waterqualityineachtreatment．

Ｗ、Ｔ・

(｡C）
pＨ ＤＯ

(Ppm）
Salinity

（%｡）
ＰＯ４－Ｐ

(jag-at/』）

23.7士１．５８．１士０．１６．４＋０．５３３±１１３．６士5.5

23.7±１．５８．１＋０．１６．４士０．６３３士１１３．２＋6.8

23.7±１．５８．２士0.1６．５±０．５３３士１４．８±３．６
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一方，飼育水のPO4-P値は，冷凍ワムシ区と生存ワムシ区でそれぞれ13.6および１３．２

ppmと，比較的高濃度を示したが，キートセラス区のそれは4.8ｐｐｍであり，前２区に比

べて著しく低い値を示した（Tablel)．その経日変動は冷凍ワムシ区と生存ワムシ区ではい

ずれも凹型カーブを示したのに対し，キートセラス区のそれは凸型傾向を示した（Fig.３－E)．

なお，Ｄ０値はいずれの実験区でも６ｐｐｍ以上の高い値を示し，各実験区によるＤＯの差

はほとんど認められなかった（Fig.3-,)．

考 察

以上のべた結果の大きな特徴は，ゾエア１期では冷凍ワムシや生存ワムシを与えた実験区

よりキートセラス給餌区の方がより高い生残率と速い成長速度を示したが，ミシスⅢ期頃

になると，その傾向は逆転的であり，キートセラス区の生残率は冷凍ワムシ区や生存ワムシ

区より顕著にひくい値を示した．従ってゾエア１期幼生は植食性を示すが，ミシスⅢ期以

降から肉食性に変わるものと考えられる．ところが，ゾエア１１期からミシスn期までは，

いずれの試験区においても生残・成長の面で大きな差は認められなかったので，その間にお

ける食性は雑食性で，植食性から肉食性への移行期に相当するものと言えるのではなかろう

か．

藤永・橘高7）は種々の餌料を用いてクルマエビ幼生の飼育実験をおこない，いずれの期に

おいても幼生は動・植物質の双方の餌質を摂餌すると報告している．そのように幼生が明瞭

な食性を示さないのは，餌の質ばかりでなく，その大きさや飼育条件等が影響しているから

であろう．本実験ではゾエア１１期からミシス１１期までは，そのような傾向がみられたが，

餌質のスライド方式による食性の移行についての検討も必要かと思われる．

一方，本実験では，冷凍ワムシは生存ワムシと同程度の餌料効果をもたらすことが明らか

になった．ただ，冷凍ワムシの給餌はその沈降性が問題視されるので，今後「地底移動通気

装置｣2,8)等の利用により，冷凍ワムシの懸架を促すことができれば，脱あるいは省ブライン

シュリンプを目途とした冷凍ワムシの併用給餌によるクルマエビの種苗生産に期待がもてる．

なお，今回の予備実験で，ワムシのカロリー含量はその培養時におけるクロレラの密度に

左右されることがわかったので，今後，ワムシの栄養価の差による餌料効果も吟味したいと

考えている．
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